
 1 / 2 

2024年１月 25日 

株主様各位 

パーク２４株式会社 

 

第 3９回定時株主総会 事前質問へのご回答 

 

2024年１月 25日（木）の第 39回定時株主総会の開催にあたり、株主様専用サイト「Engagement Portal」にて事前質

問受付を行いました。その中でも、特に株主の皆様のご関心が高かった事項につきまして、以下のとおり、ご回答申し

上げます。 

 

Q.1 配当・株主優待をはじめとする今後の株主還元の考え方について教えてください。 

A.1 当社の株主還元は、「利益成長による企業価値向上を第一義と考え、持続的成長に必要な投資資金とし

ての内部留保の状況を勘案した上で、余剰資金は配当を中心に、株主の皆様へ利益還元すること」を基本

方針としております。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う人の移動の減少により、2020 年 10 月期、2021 年

10 月期と 2 期連続で赤字となった結果、株主資本が大きく毀損しました。これを受けて、当社は 2022 年 4

月に海外募集による新株式を発行、2022 年 10 月期に３期ぶりに黒字化を達成し、2023 年 10 月期も着実

に利益を積み上げたことで、株主資本比率は一定の水準まで回復しておりますが、引き続き財務の健全性

を図ることが経営の重要課題と認識し、2025 年 10 月期末に目指す財務指標を株主資本比率 30％としてお

ります。以上を踏まえ、2023 年 10 月期は無配とさせていただきましたが、2024 年 10 月期は利益の積み上

げにより資本が拡充し、財務健全化の達成が視野に入ることから、配当予想は一株当たり５円とさせていた

だきました。 

また、今後の株主還元の考え方につきましては、コロナ禍の経験を踏まえ、未曽有の事態に備えるために

内部留保とのバランスを意識し、配当性向は最高でも 50％程度とすることを想定しています。 

一方で、自社株買いなど、配当以外の施策も検討することで、株主還元を総合的に高めるための最適な

在り方を再定義していきたいと考えております。 

また、株主優待につきましては、配当の再開に合わせて今後の在り方を検討してまいります。 

 

Q.2 2030 年までに女性役員 30％を目指す政府方針に対し、女性役員比率の向上についてどう考えているので

しょうか？ 

A.2 当社は取締役の選任基準として、“当社グループの理念である「時代に応える、時代を先取る快適さを実

現する。」を理解し、人格ならびに見識ともに優れ、その職責を全うすることのできる者”と定めております。そ

のため、国籍や性別などの特定の条件に関わらず、上記の選任基準に照らして相応しい人物を選任してい

ることから、現状においては女性取締役比率に関する具体的な数値目標は設定しておりません。 

一方で、政府が 2023 年に決定した「女性版骨太の方針 2023（女性活躍・男女共同参画の重点方針

2023）」では、「プライム市場上場企業を対象とした女性役員比率に係る数値目標の設定等」において「2030

年までに、女性役員の比率を 30％以上とすることを目指す。」と明記されていることも承知しており、今後の

方針については十分な検討・議論を行ってまいります。 

 

Q.3 今後の事業拡大の考え方について教えてください。 

A.3 当社グループは、持続的な成長に向けた中期事業戦略として、「４つのネットワークの拡大とシームレス

化」を掲げております（「４つのネットワーク」とは、人（会員）・クルマ（モビリティ）・街（目的地）・駐車場のことを
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指します）。 

「４つのネットワークの拡大」は４つの要素それぞれの規模を拡大させることを意味しており、中期的に国内

駐車場は 100 万台、モビリティ車両は 10 万台を目指しているほか、海外駐車場は国内の駐車場事業戦略

である「小型・分散・ドミナント」をベースに各地域の駐車場需要環境に適した短期契約駐車場「各国版タイ

ムズパーキング」の開発を促進しております。これらの規模の拡大に際してはコロナ禍で培った事業筋肉質

化の経験・ノウハウも踏まえ、収益性の伴った拡大を推進してまいります。 

なお、駐車場事業・モビリティ事業ともに、マーケット拡大の余地は十分にあると考えており、「４つのネット

ワークの拡大とシームレス化」を推進することで、さらなる事業成長を図っていきたいと考えております。 

 

Q.4 カーシェアリングの車種選定に関する方針を教えてください。 

A.4 「タイムズカー」は、“ミヂカ”“オトク”“ベンリ”をコンセプトとしており、コンパクトカーを中心に多様な車種

（約 40 車種、うち電動車比率は約 50％）を提供することで、お客様の用途・シーンに合わせてさまざまな車

種をお選びいただけます。 

車種につきましては、お客様のニーズや費用対効果のほか、CO2 排出量の抑制に向けた電動車

（HV/EV）比率の向上に資する車種などを総合的に勘案し選定するとともに、リスク分散のため、特定のメー

カー・車種に依存しない車両調達を意識しております。今後につきましても、お客様の利便性と世の中の動

向に注視した車両選定を行ってまいります。 

 

 

以 上 


